
 

新庁舎等建設に係る市民参加手法について  

 

１ 市民参加手法について  

  新庁舎等建設に係る市民参加手法については、基本設計者である株式会社佐藤総

合計画（以下「基本設計者」という。）が、公募型プロポーザルの技術提案書にあっ

たとおり、市民ワークショップ（以下「市民ＷＳ」という。）の開催及びこがねいミ

ーティング（以下「ミーティング」という。）を設置することを提案している。  

  また、基本設計の仕様書にある高齢者団体、障がい者団体等への意見徴取につい

ては、ユニバーサルデザインレビュー（以下「ＵＤレビュー」という。）として３回

実施する予定である。  

  市民ＷＳでは、市民の多様な意見、要望等を伺うことを目的として、さまざまな

テーマ設定のうえ、４回開催する予定である。  

  ミーティングでは、有識者、公募市民等で構成する会議体であり、市民ＷＳ及び

ＵＤレビューで示された意見、要望等を中心に議論し、基本設計への反映に当たっ

て、見解や方向性を基本設計者に示すことを想定している。  

 

２ 市民ワークショップ  

 ⑴ 対象者数  

   市民３０名程度（市内在住、在勤、在学）  

 ⑵ 内容  

テーマ  ＷＳ開催時期  

広場の使い方を考えよう  ５月２５日（土）  

マルチスペースの使い方を考えよう  ８月 ３日（土）  

多目的室の使い方を考えよう  ９月２８日（土）  

市民利用スペースの使い方を考えよう  １１月３０日（土）  

 

３ こがねいミーティング  

 ⑴ メンバー  

委員構成  人数  備考  

学識経験者  ３名   

自立支援協議会委員  １名   

市民協働支援センター準備室長  １名   

公募市民  ５名  論文選考による  

行政職員  １名   



 ⑵ 内容  

テーマ  ミーティング開催時期  

広場の使い方を考えよう  ６月６日（木）  

マルチスペースの使い方を考えよう  ８月上旬  

多目的室の使い方を考えよう  １０月上旬  

市民利用スペースの使い方を考えよう  １２月上旬  

 

４ こがねいミーティング等の意見反映について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


